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年
明
け
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
出
口
の
見
え
な
い
生
活
が
続

き
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
し
っ

か
り
対
策
を
取
ら
れ
、
規
制
の
あ
る
窮
屈
な
生
活
だ

と
存
じ
ま
す
。

昨
年
、
和
木
町
で
開
催
さ
れ
た
「
地
域
婦
人
会
リ
ー

ダ
ー
相
互
研
修
会
」
に
参
加
さ
れ
た
皆
様
か
ら
、「
時

宜
に
叶
っ
た
内
容
で
大
変
素
晴
ら
し
か
っ
た
。」
と
賛

同
の
お
声
を
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
改
め
て
、
開
催

地
の
会
長
様
や
関
係
者
の
方
々
へ
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、
全
地
婦
連
や
県
連
婦
事

業
は
、
徹
底
し
た
対
策
を
講
じ
て
丁
寧
に
活
動
し
て

き
ま
し
た
。
防
災
学
習
で
は
ア
レ
ル
ギ
ー
っ
子
へ
の

炊
出
し
訓
練
等
、
新
し
い
分
野
の
活
動
も
実
施
で
き

ま
し
た
。
結
核
予
防
や
交
通
安
全
の
研
修
、
食
品
表

示
セ
ミ
ナ
ー
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
参
加
も
経
験

い
た
し
ま
し
た
。

さ
て
、
今
回
の
広
報
誌
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
大
役
を

委
ね
ら
れ
た
全
地
婦
連
会
長
の
櫻
井
よ
う
子
様
に
山
口

県
連
婦
へ
す
て
き
な
エ
ー
ル
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
常

山
口
県
連
合
婦
人
会

会
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あ
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こ
の
度
は
山
口
県
連
合
婦
人
会
広
報
誌
寄
稿
の
機
会

を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

日
ご
ろ
は
、
当
全
地
婦
連
へ
の
ご
理
解
と
ご
支
援
・

ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
が
全
地
婦
連
会
長
に
就
任
し
て
か
ら
一
年

半
近
く
に
な
り
ま
す
が
、こ
の
間
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
、
皆
様
に
お
目
に
か
か

る
機
会
も
限
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
こ
と
を
残
念
に
思
っ

て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
に
加
え
て
経
口
薬
も
開
発
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
予
防
の
継
続
は
必
須
で
は
あ
り
ま
す
が
、
社
会
や

経
済
活
動
も
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
私
も
各
団

体
へ
出
か
け
る
こ
と
が
徐
々
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

さ
て
、
タ
イ
ト
ル
に
掲
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

「
人
生
を
楽
し
く
生
き
る
に
は
～
婦
人
会
を
活
用
し
な

が
ら
～
」
は
、
皆
様
に
お
目
に
か
か
り
、
話
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
時
に
、
用
い
て
い
る
も
の
で
す
。
私
は

二
十
代
の
と
き
か
ら
婦
人
会
に
関
わ
り
、
誰
よ
り
も
婦

人
会
を
大
切
に
思
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
当
時
か
ら
婦

人
会
の
課
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
自
分
の
大

切
な
時
間
を
使
う
の
で
あ
れ
ば
、
先
ず
悔
い
の
な
い
時

間
の
使
い
方
を
し
た
い
と
強
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

人
は
人
生
に
楽
し
み
を
求
め
、
楽
し
い
こ
と
に
は
人

が
集
ま
り
ま
す
。
婦
人
会
も
そ
う
で
あ
り
た
い
と
考
え

ま
し
た
。
社
会
貢
献
は
気
高
い
も
の
で
す
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
長
く
続
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
先
ず
、
人
の
お
金

（
補
助
金
）
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
資
金
を
自
ら
稼
ぐ

力
を
つ
け
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
補
助
金
に
頼
っ
て
い

て
は
、
減
額
や
削
減
に
伴
い
、
活
動
が
停
滞
し
て
し
ま

い
ま
す
。
で
は
何
を
す
る
べ
き
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
は
、
人
の
資
源
と
共
に
地
域
の
資
源
が
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
れ
を
活
か
す
こ
と
で
す
。
こ
こ
に
行
政
の
関
わ

り
が
あ
る
と
力
に
弾
み
が
つ
き
ま
す
（
例
と
し
て
茨
城

県
八
千
代
町
、
地
元
の
白
菜
を
使
っ
た
キ
ム
チ
づ
く

り
）。
会
員
が
生
き
生
き
と
活
動
し
な
が
ら
会
と
し
て

の
資
金
を
得
る
こ
と
を
選
択
肢
と
し
て
提
示
し
ま
す
。

あ
る
い
は
会
員
以
外
に
事
業
を
開
く
こ
と
、
一
般
の

人
を
多
く
引
き
付
け
る
事
業
を
企
画
す
る
こ
と
で
す
。

人
口
減
少
時
代
、
会
の
活
性
化
に
は
会
員
以
外
の
人
た

ち
か
ら
理
解
と
共
感
を
得
て
、
賛
同
者
を
増
や
し
て
い

く
こ
と
が
必
須
で
す
。
新
し
い
試
み
に
は
当
然
賛
否
両

論
が
起
き
、
実
行
し
て
い
く
た
め
に
は
今
ま
で
の
何
倍

も
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
変
わ
れ
る
か
、

変
わ
る
か
は
、
皆
様
の
や
り
方
次
第
で
す
。

貴
山
口
県
連
合
婦
人
会
が
今
後
一
層
輝
き
ま
す
こ
と

を
願
い
ま
し
て
、
私
か
ら
の
エ
ー
ル
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

全
国
地
域
婦
人
団
体

　
　
　
　

連
絡
協
議
会

会
長　

櫻
井
よ
う
子 

様

人
生
を
楽
し
く
生
き
る
に
は

～
婦
人
会
を
活
用
し
な
が
ら
～

に
婦
人
会
の
繋
が
り
に
よ
る
団
結
力
の
強
さ
を
全
国
各

地
へ
発
信
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
で
き
る
こ
と
を
指
標
に
、
婦
人
会
と

し
て
の
存
在
感
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
活
動
し
ま
し
ょ
う
。
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長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
婦
人
会
パ
ワ
ー
が
炸
裂
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
吹
き
飛
ば
し
、
延
期
に
な
っ
て
い
た
研
修
会

を
十
一
月
二
十
五
日
に
県
内
各
地
か
ら
和
木
町
文
化
会
館
に

二
百
五
十
名
の
会
員
を
お
迎
え
し
、
開
催
し
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、
山
田
医
師
に
よ
る
今
一
番
切
実
な
問
題
で
あ

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
の
お
話
で
し
た
。
テ
レ
ビ

等
報
道
で
よ
く
耳
に
す
る
事
を
分
か
り
や
す
い
言
葉
で
お
話
し

く
だ
さ
り
、
私
た
ち
が
普
段
の
生
活
で
気
を
つ
け
る
事
な
ど
改

め
て
理
解
で
き
ま
し
た
。

次
の
「
音
と
暮
ら
し
の
ア
ー
ト
サ
ウ
ン
ド
」
で
は
、
サ
ッ
ク

ス
と
ピ
ア
ノ
の
生
演
奏
を
、暫
し
う
っ
と
り
聴
き
入
り
ま
し
た
。

後
半
は
、
気
持
ち
い
い
ピ
ア

ノ
演
奏
に
合
わ
せ
て
、
そ
の
場

で
ス
ト
レ
ッ
チ
し
、
贅
沢
な
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
ス

ト
レ
ス
発
散
、
身
も
心
も
ス
ッ

キ
リ
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
ま

し
た
。

最
後
に
、
和
木
町
で
開
催
出

来
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
し
、
ま

た
全
て
の
関
係
者
の
方
々
の
ご

協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

十
月
七
日
、
岡
山

県
岡
山
市
の
ピ
ュ
ア

リ
テ
ィ
ま
き
び
で
、

全
地
婦
連
中
国
ブ

ロ
ッ
ク
会
議
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

櫻
井
よ
う
子
全

地
婦
連
会
長
の
力
強
い
言
葉
で
開
会
し
、
そ
の

後
、「
Ｉ
Ｔ
は
男
性
の
手
も
女
性
の
手
も
選
ば
な

い
」
と
題
し
て
の
現
青
森
大
学
名
誉
教
授
見
城

美
枝
子
氏
の
講
演
を
拝
聴
し
ま
し
た
。

一
九
六
〇
年
か
ら
ア
メ
リ
カ
で
ア
フ
ァ
ー
マ

テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
が
起
こ
り
、
日
本
で
も

女
性
対
象
に
積
極
的
格
差
是
正
措
置
が
始
ま
っ

た
が
、
ま
だ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
は
先

進
七
か
国
で
は
最
下
位
。
原
因
は
固
定
的
役
割

分
担
意
識
が
根
強
く
、
子
育
て
が
女
性
の
担
当

と
さ
れ
、
キ
ャ
リ
ア
の
道
が
制
限
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
男
女
間
の
同
一
職
種
の
割
合
が
少
な
い

な
ど
で
す
。

Ｉ
Ｔ
社
会
は
男
女
平
等
に
力
を
発
揮
で
き
る

分
野
で
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
現
実
の
社
会

で
は
性
差
は
あ
り
ま
す
。

最
近
は
必
ず
し
も
女
性
だ
け
が
弱
者
で
は
な

い
の
一
言
が
印
象
に
…
。
誰
に
と
っ
て
も
住
み

よ
い
社
会
は
き
っ
と
来
る
と
信
じ
て
、
活
動
を

新
た
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
う
こ
そ
和
木
町
へ

　
　
地
域
婦
人
会
リ
ー
ダ
ー
相
互
研
修
会

和
木
町
婦
人
会
　
藤
本
亮
恵

令
和
三
年
十
一
月
一
日
、二
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、

長
崎
ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
第
六
九
回
全
国
地
域
婦
人
団

体
研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

長
崎
駅
で
は
新
幹
線
の
開
通
工
事
で
ご
っ
た
返
し

て
い
る
中
、
会
場
へ
向
か
い
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
、
一
年
延
期
さ
れ

て
開
催
さ
れ
た
会
場
は
、
密
を
避
け
て
参
加
し
た

七
百
人
が
会
場
を
埋
め
ま
し
た
。

一
日
目
は
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
に
参
加

し
、
浦
上
天
主
堂
、

グ
ラ
バ
ー
園
を
見
学

し
て
長
崎
の
歴
史
を

学
び
ま
し
た
。

二
日
目
は
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の
龍
踊
り
と
開
会
行
事
の
後
、

記
念
講
演
「
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
女
と
変
わ
り
た
く

な
い
男
」
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
「
次
世
代
に
つ
な
ぐ
持
続
可
能
な
女
性
会
・

婦
人
会
づ
く
り
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
平
和
で
豊

か
な
社
会
づ
く
り
に
努
め
る
こ
と
を
確
認
し
て
帰
路

に
つ
き
ま
し
た
。

全
国
地
域
婦
人
団
体
研
究
大
会

　
　
　
山
陽
小
野
田
市
連
合
女
性
会

伊
藤
久
美
子

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
に
参
加
し
て

下
松
市
連
合
婦
人
会
　
古
田
尊
子

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
婦
人
会
活
動

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
婦
人
会
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
県
連
合
婦
人
会
主
催
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
県
連
合
婦
人
会
主
催
事
業

特集

3



柳井市   �コロナで外出制限された�  
高齢者を訪ねて

人との出会いが少ない75歳以上の独居・高齢世帯に、
敬老会の中止もあり、10月に会員手作りのきんちゃく袋

にお手紙・折り紙箱等の作品を入れ
たお土産を持参し、声掛け訪問を実
施しました。
反省会では、高齢者に会い、笑顔
が出て話が盛り上がり、お土産も喜
ばれたと報告がありました。
地域の方々にも婦人会活動が具体
的に見えたようで、有意義な活動が
出来たと思います。

岩国市   文化祭
岩国支部はコロナ感染
に考えられる多くのこと
に配慮し、11月17日に
文化祭を、毎年なら一日昼食を挟み買い物等して楽しむのですが、
今年は午後の開催とし、お弁当を終了後配ることにしました。
講話は「ゴミ分別について」環境事業課より聞き分別の大切さ
を学びました。アトラクションに「三味線民謡弾き唄い」藤本喜
裕也さんのパワフルな演奏を楽しみ、次に会員によるコーラス、
詩舞、民謡踊、フラダンス、寸劇など練習の成果を披露しました。
例年複十字シール募金は、会場を回るのですが、今年は箱を置
きました。公民館建替の為ちふれ化粧品販売は今回をもって終了
とすることにしました。

下松市   人権研修＆音楽会
中国を端に発した新
型コロナは２年経った
今も変異をとげ、日常
生活は否応無しに変化
しました。下松市連合
婦人会は県下で随一体
育祭を行っていましたが中止し、今年は自粛がとけた12
月に、会員の絆を保つことを目的にウインターコンサー
トを開催しました。広い会場で密をさけ、マスクの着用
の参加で、120人の会員が一時を共にしました。互いに
集い会えた喜びが会場の雰囲気からひしひしと伝わり、
みんな満足して家路に着いた半日でした。

玖珂郡   ようこそ和木町へ
６月から延期になっていましたリーダー研修会を、11
月25日に県内各地より多くの会員をお迎えして開催が出
来ましたことは、感謝でいっぱいです。
昨年からコツコツとボランティア団体エコクラフトの
方々と一緒に、古着物のリメイクでミニアームカバーを

つくりました。喜んでいた
だけましたか？本来なら一
日の研修で工場見学等、和
木町の魅力を満喫していた
だきたかったのですが。次
の開催（十何年後か）まで
楽しみにしてください。

各地 域婦人会の活動
　新型コロ ナウイルス感染防止の観点から、様々な制約の中、私たち山口県連合婦人会は
それぞれの 地域で、皆で知恵をしぼり、新しい活動の在り方を模索してまいりました。
　何かと不 便の多い今日ですが、この状況が一日も早く解消され、平穏な日常が取り戻せ
ることを心 より願っています。

大島郡   お弁当づくりがんばりました
『自粛生活を乗り切ろう』コ
ロナに負けず元気に生活するた
めに、『食は命』。
小松婦人会は、社協と協賛
して、80歳以上の一人暮らし
の方々に、今年２回、７月144
食、11月146食、お弁当にして届けました。
美味しくて満足感が得られ、目でも食べていただきた
い、季節感もしっかり味わっていただける素敵なお弁当
が出来上がりました。もらった方の感想は、とても美味
しい。品数も沢山入っていて毎月でもいただきたいとの
こと。うれしいやら、大変やら。

阿武郡   �美しいフラワーアレンジメント�  
で新春を！

福賀婦人会では、コロナ禍でも元気に新春を迎えるた
めに、12月19日に阿武町のうそんセンター多目的ホー
ルに於いて、23人の参加のもとフラワーアレンジメント
教室を開催しました。
生花店に材料の生花と講師をお願いし、自分の準備し
た花器に、オアシスを
入れて盛り沢山の生花
と水引や飾りをつけて、
自分なりに工夫を凝し
らして世界で唯一の活
花が出来上がりました。
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美祢市   秋吉台を美しくする運動！
美祢市では、コロナ禍ではありましたが、８月１日に

「秋吉台を美しくする運動」と称して、秋吉台科学博物館
に集合し、秋吉台の講話を１時間、その後、３か所に分
かれて清掃活動を行い
ました。
今年は人数を制限し
て、35名の参加で実施
しました。
この活動は今年で60
回を迎え、私たちが引
き継いで毎年続けてい
る活動の１つです。

萩市   つながろう心一つに笑顔の集い
萩市連合婦人会は、市町村合
併に伴い設立15周年の節目を
迎え、記念事業に記念誌発行と
「地域女性のミニオリンピック」
を計画しました。
しかし、コロナ禍となり記念

誌は何とか発行。オリ・パラリンピックの１年延期にあ
やかり年を越しての開催は、テーマの変更から内容の決
定まで市婦連理事の知恵とやる気で開催いたしました。
80㎏の紅白祝餅が全ての来場者と日頃お世話になって
いる行政の皆様へもお礼を込めてお渡しできました。実
施できて本当に良かったです！

山口市   �母のつどい大会 兼 �  
福祉教育に関する講演会

新山口駅北口に令和３年春オープンした山口市産業交
流施設「KDDⅠ維新ホール」で令和３年11月22日に開
催しました。
「住み慣れた地域でいききるために！」と題しての講演
は、健康で安心安全に「生ききる」、楽しんで人の役に立

つ「活ききる」、誰かの介
護の手が必要、事前の準
備をして「逝ききる」をい
う話でした。
地域での活動と繋がりを
大切にしたいと思いました。

各地 域婦人会の活動
　新型コロ ナウイルス感染防止の観点から、様々な制約の中、私たち山口県連合婦人会は
それぞれの 地域で、皆で知恵をしぼり、新しい活動の在り方を模索してまいりました。
　何かと不 便の多い今日ですが、この状況が一日も早く解消され、平穏な日常が取り戻せ
ることを心 より願っています。

山陽小野田市   �みんなが集う機会を 
続ける活動

視野を広げ見識を深める講座
「市連女リーダーセミナー」を７
月30日に開催しました。鷺流狂
言保存会の皆様による伝統芸能
「鬼瓦」と「棒縛り」を鑑賞しまし
た。これからも保存会の方によ
り、民間伝承されることを願うのみです。
11月14日に実施した「生涯学習フェスタ」は、食バ
ザーを止め、時間短縮をし、ステージと作品による発表
のみとしました。日頃の成果が発表でき、有意義な会で
した。

周南市   「ありがとう　公民館」を開催
社会教育団体である婦人会は、永
く公民館とともに歩んできました。
再配置で、旧鹿野公民館が来春か
ら解体されることを受け、感謝の気
持ちを伝えたく「ありがとう　公民
館」を企画しました。実行委員会を
立ち上げ諸調整。婦人会で会場の掃
除をして11月14日を迎えました。
もったいないバザー、古民具譲渡会
が喜ばれ、会員のお孫さんも出演した地域の劇団「わ」に
よる『がんばろうよ　鹿野の里』の舞台は新聞テレビ等で
も伝えられました。コロナ禍無事に終えて安堵しています。

宇部市   社会教育学級の開催
コロナ禍になり公共施設の利用制限があり、計画どお
り開催が出来なくなった社会教育学級ですが、それでも
目の前の感染状況を見て、バス旅行・足腰元気体操・セ
ミナー等随時開催し
てきました。
中でも好評だった
のがタイルアートで
した。タイルを並べ
て自分好みの作品を
作り上げました。久
しぶりのふれあいの
時間でした。

あかるい方へあかるい方へ
みんなの笑顔みんなの笑顔
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コ
ロ
ナ
禍
の
活
動

コ
ロ
ナ
禍
の
活
動

　
　
　
　
県
連
事
業

　
　
　
　
県
連
事
業
パート
２

宇
部
市
で
は
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
広

が
り
が
少
し
落
ち
着

い
た
十
月
八
日
、「
新

た
な
加
工
食
品
の
原

料
原
産
地
表
示
制

度
」
と
「
添
加
物
表

示
制
度
」
と
題
し
て
、

食
品
表
示
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。

昨
年
度
、
コ
ロ
ナ

禍
で
断
念
し
ま
し
た

が
、
今
年
度
は
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

宇
部
市
の
公
共
施
設
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
セ
ミ
ナ
ー

が
開
催
で
き
る
設
備
が
整
い
ま
し
た
の
で
、
婦
人
会
と

し
て
は
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
消
費
者
庁
食
品
表
示

調
査
官
の
横
内
達
哉
様
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
繋
い
で
の
セ

ミ
ナ
ー
で
し
た
。
対
面
と
は
違
い
、
な
か
な
か
タ
イ
ミ

ン
グ
的
に
質
問
し
づ
ら
い
シ
ー
ン
も
あ
り
ま
し
た
が
、

特
に
問
題
も
な
く
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

全
地
婦
連
委
託
事
業

　
　
　
食
品
表
示
セ
ミ
ナ
ー

宇
部
市
婦
人
会
協
議
会
　
藤
井
惠
子

全
地
婦
連
防
災
学
習
会
二
会
場
で
実
施

複
十
字
シ
ー
ル
運
動

十
二
月
二
日
萩
市
江
崎
婦
人
会
が

老
人
ク
ラ
ブ
の
協
力
を
得
て
、
八
十

人
の
参
加
者
で
開
催
し
ま
し
た
。
開

会
行
事
の
後
、
災
害
に
「
備
え
る
」

と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
デ
リ
バ
リ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
使
い
方
の
実
演
。
短
時
間
で
炊
き
上
が
っ
た
ご
飯

に
歯
舞
昆
布
を
添
え
て
チ
ラ
シ
寿
司
の
出
来
上
が
り
。

実
演
と
パ
ン
フ
学
習
と
、
災
害
を
経
験
し
、
更
に
防

災
意
識
が
高
ま
っ
た
学
習
会
で
し
た
。

災
害
に
備
え
て

宇
部
市
婦
人
会
協
議
会
　
藤
井
惠
子

十
一
月
十
二
日
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
使

用
し
た
災
害
時
の
炊
出
し
訓
練
と
、

元
救
急
救
命
士
の
「
災
害
時
に
於
け

る
市
民
が
行
う
一
次
救
命
措
置
に
つ

い
て
」
の
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
感
染
が
落
ち
着

い
た
時
期
を
見
計
ら
っ
て
の
開
催
で
、
座
学
だ
け
で
な

く
実
習
も
あ
り
、
久
し
ぶ
り
の
活
気
の
あ
る
学
習
会
で

し
た
。
参
加
者
は
デ
リ
バ
リ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
性
能

に
目
を
見
張
っ
て
い
ま
し
た
。

令
和
三
年
度
の
複
十
字
シ
ー
ル
運
動
を
開
始
に
す
る

に
あ
た
り
、
七
月
二
十
九
日
、
村
岡
山
口
県
知
事
様
を

表
敬
訪
問
し
、
運
動
へ
の
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま

し
た
。

今
年
度
の
シ
ー
ル
運
動
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
十
一
月

十
四
日
宇
部
市
琴
芝
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
と
山
陽
小
野
田

市
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ
の
二
会
場
と
、
十
一
月
二
十
五

日
和
木
町
文
化
会
館
で
開

催
さ
れ
た
地
域
婦
人
会

リ
ー
ダ
ー
相
互
研
修
会
会

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
会
場
と
も
、
パ
ネ
ル
を

展
示
し
、
同
時
に
募
金
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。

三
会
場
で
の
募
金
総
額

は
六
万
四
千
九
百
十
六
円

で
し
た
。
皆
様
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
防
災
学
習
会
」
で
つ
な
が
り
を
！

萩
市
江
崎
婦
人
会
　
嶋
田
恵
子

シールと缶バッチを贈呈する藤家会長

和木会場でのパネル展示啓発マスク
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高齢者世帯訪問　長門市

高齢者世帯訪問　大島郡交通安全マスコット　山陽小野田市

交通安全啓発　萩市佐々並婦人会交通安全教室　周南市

配布グッズ　山口市小郡
交通安全教室　柳井市 交通安全世帯訪問用

啓発トイレットペーパー
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安全で良い品を、より安く、
しかも環境にやさしい化粧品

ちふれ一人一個購入運動

日やけ止めミルクＵＶ
炎天下の強烈な紫外線対策に

ミルクタイプ
30ml　税込み880円

４月22日㈮	 令和４年度理事総会（カリエンテ山口）
４月26日㈫	 全地婦連創立70周年記念大会　東京都
５月14日㈯	 エンパワーメントフェスタ2022（カリエンテ山口）
10月５日㈬	 全地婦連中国ブロック会議（鳥取市）
11月16日㈬	 地域婦人会リーダー相互研修会（山口県総合保健会館）
８月～12月	 複十字シール運動
９月～12月	 高齢者交通安全世帯訪問

2022年度
主要事業

　

二
〇
二
一
年
夏
、
コ
ロ
ナ
禍
初
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
は
、
無
観
客
開
催
と
な
り

残
念
で
し
た
。

　

し
か
し
、
一
方
で
は
爆
発
的
な
感
染
拡

大
も
な
く
、
こ
の
よ
う
な
状
況
で
の
大
会

開
催
は
成
功
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
開
催
が
正
し
か
っ
た
の
か
ど

う
か
は
議
論
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
私

た
ち
の
事
業
に
つ
い
て
も
同
じ
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

今
号
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
と
向
き
合
っ
て

二
年
目
の
活
動
を
特
集
し
ま
し
た
。
私
た

ち
は
手
探
り
で
、
で
き
る
こ
と
を
探
し
ま

し
た
。
そ
の
活
動
に
は
皆
さ
ん
の
知
恵
と

意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
先
が
見
通
せ
な
い
状
況
で
は

あ
り
ま
す
が
、
き
っ
と
近
い
将
来
こ
ん
な

年
が
あ
っ
た
こ
と
を
話
せ
る
日
が
来
る
と

信
じ
て
、
し
っ
か
り
と
で
き
る
こ
と
か
ら

活
動
を
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
書
き
き

れ
な
い
皆
さ
ん
の
思
い
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

編
集
委
員　

岡
部
、
藤
井
、
嬉
、
伊
藤

編
集
後
記

昆
布
料
理
講
習
会

昆
布
料
理
講
習
会

山
口
県
消
費
者
大
会

山
口
県
消
費
者
大
会

岡部副会長の活動発表 萩市川上婦人会

北
方
領
土
出
前
講
座

北
方
領
土
出
前
講
座

山陽小野田市連合女性会萩市川上婦人会

も
っ
た
い
な
い
運
動

も
っ
た
い
な
い
運
動

萩市小川婦人会

祝 令和３年度表彰
おめでとうございます

山口県教育委員会表彰

理事  古田尊子 様

8


